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　６月26日、梅雨の晴れ間の青空の下、健康づく
り事業の一つであるフットパスウォーキングが開
催されました。地元のガイドさんにコース内にあ
る、植物や素敵な景観を教えてもらいながらウォ
ーキングを楽しみました。

～フットパスウォーキング　志久見－小滝コース～
　善光寺街道古道散策ウォーク
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　栄村に住んでいてもまだまだ知らない魅力がいっぱいです。フットパスの講師や地元の
ガイドと一緒に、自然に触れながら楽しく歩きませんか。開催時期が近くなりましたら区
長文書でチラシを配布しますのでご確認ください。

フットパスとは
フット（Foot）…森林や田園地帯、古い町並みなど、地域に昔からあるありのままの風景を楽しみながら歩くこと。
パ　ス（Path）…小径（こみち）のこと

※写真は過去の様子です。

心も体も

リフレッシ
ュ

魅力がいっ
ぱい

民生課　健康支援係　☎0269-８７-３０２０問合せ先

第２回　９月４日㈯
秋山地区

第５回　３月１９日㈯
地区未定

第４回　２月２６日㈯
地区未定

～白銀の栄村のスノーシューウォーク～ ～春を探しにのんびりウォーク～

第３回　１１月６日㈯
森地区

第1回目の志久見～小滝古道散策ウォークの様子です。
ガイドさんと楽しく歩きました！

フットパスウォーキング

～秋山郷マタギの故郷の道コース～ ～千曲川渓谷探訪コース～
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新型コロナワクチン接種についてのお知らせ
　現在、40歳～ 64歳の方の２回目の接種がほぼ完了し、39歳以下の方の接種を行っており、今月中には希望
するすべての方の２回の接種が完了する予定です。また、村民の生活に欠かすことのできない職種（教職員、
保育士、公共交通機関等）に従事されている方は、居住地にかかわらず村で接種を行っています。
　今後接種が必要な場合は、個別に日程を調整して行う予定です。接種の希望はあるけれども、まだ接種して
いないという方がいらっしゃいましたら下記までご連絡をお願いいたします。

　海外渡航予定のある方へのワクチン接種証明書の交付申請受付を開始しました。この証明書は、証明書を提
示することで、入国時の防疫措置が緩和される国に渡航する予定のある方へ発行するものです。
　国内においてワクチン接種の記録を確認したい場合は、接種後にお渡しする「接種済証」または「接種記録
書」をご利用ください。
※この証明書を所持していないことをもって、海外への渡航ができなくなるものではありません。

基本的な感染防止策の継続をお願いします！
　お盆等の時期を迎え、全国的にも多くの方の移動が予想されます。ご家族の帰省や大勢での会
食については、その必要性を十分に検討し、慎重な対応をしてください。特に感染者の増加して
いる地域からの往来については、より慎重な対応をお願いします。
　安心して生活できる地域となるよう、ご自宅や地域でのマスクの着用、手洗い・手指消毒、過
密な環境を避けるなどの基本的な感染対策を継続していくご協力をお願いします。

問合わせ先 暮らしと健康の相談窓口（民生課　健康支援係内）
☎ ０２６９－８７－３０２０（直通）

　役場民生課健康支援係に交付申請書を提出します。申請には以下のものが必要です。
◇有効な旅券（パスポート）　　◇接種済証（接種券）または接種記録書
◇本人確認書類　　　　　　　 ◇委任状（本人以外が申請する場合）
◇旧姓、別名等が確認できる書類（旅券に旧姓、別名等が記載されている方）

申請
方法

◇対象者
　①村内に住所のある方　②村内の事業所に勤務する方
　③村や村民のために来村する方
　（②③は村長が必要と認めた方）
◇対象となる検査
　医療機関等で実施するＰＣＲ検査及び抗原定量検査
　※保険適用の検査、保健所が行う検査、簡易検査キッ

トは対象外
◇助成額
　１回あたり１万円（１万円に満たない場合は実費）
　※年度中に一人２回まで
◇申請方法
　助成金申請書及び必要書類を民生課健康支援係へ提出
してください。

【申請・問合せ先】
　民生課　健康支援係　☎０２６９-８７-３０２０

◇補助対象者 
　村内に事業所等のある商工観光事業者
◇補助対象
　消毒用アルコール、アクリルパーティション等の消耗
品の購入費用
◇補助金額 
　対象経費の２／３
　１事業者上限１０万円
◇補助金申請期限 
　令和４年２月５日
◇申請方法・申請書様式
　栄村ＨＰに掲載

【申請・問合せ先】
 商工観光課　企業係　☎０２６９-８７-３３５５

自費ＰＣＲ検査等の費用助成 商工観光事業者感染症予防対策補助金

新型コロナウィルスワクチン接種証明書について
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pick
up

村
内
で
行
わ
れ
て
い
る
工
事
の
進
捗
状
況

　

7
月
1
日
、
栄
村
、
野
沢
温
泉
村
、
木
島
平
村
、
飯

山
市
、
中
野
市
の
2
市
3
村
で
構
成
さ
れ
る
北
信
地
域

千
曲
川
等
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
は
、
国
土
交
通
省
北

陸
地
方
整
備
局 

千
曲
川
河
川
事
務
所
長（
長
野
市
）に
、

信
濃
川
水
系
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
更
な
る

推
進
と
、
千
曲
川
の
国
直
轄
区
間
へ
の
編
入
を
要
望
し

ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
工
事
が
行
わ
れ
る

箕
作
─
月
岡
間
の
堤
防
整
備
が
工
事
完
成
ま
で
滞
り
な

く
行
わ
れ
る
よ
う
予
算
付
け
及
び
事
務
手
続
を
確
実
に

行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

千
曲
川
の
国
直
轄
区
間
へ
の
編
入
要
望
と
は
、
一
級

河
川
で
あ
る
千
曲
川
は
本
来
国
土
交
通
大
臣
が
管
理
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

し
か
し
、
飯
山
市
の
湯
滝
橋
下
流
か
ら
十
日
町
市
宮

中
ダ
ム
ま
で
の
約
39
・
65
㎞
区
間
が
、
な
ぜ
か
長
野
、

新
潟
両
県
の
、
県
管
理
区
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
流
域

治
水
と
し
て
管
理
体
制
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
国
直
轄

管
理
を
要
望
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
同
盟
会
で
は
7
月
9
日
、
国
土
交
通
省
北

陸
地
方
整
備
局
長
（
新
潟
市
）
へ
も
同
じ
内
容
で
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
へ
要
望
書
を
提
出

（左から富井野沢温泉村長、足立飯山市長、斉藤所長、湯本中野市長、日臺木島
平村長、宮川栄村長）

箕
作
・
月
岡
間

堤
防
関
係
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
箕
作
集
落
内
の
家
屋
等

の
物
件
調
査
、
用
地
買
収
、
家
屋
移
転

補
償
と
新
百
合
居
橋
・
樋
門
の
詳
細
設

計
等
の
業
務
を
進
め
、
令
和
4
年
度
か

ら
本
格
的
工
事
に
入
り
ま
す
。

　

4
年
度
は
、
百
合
居
橋
上
下
流
の
護

岸
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
箕
作

周
辺
の
迂
回
路
、
橋
台
、
橋
脚
工
事
が

発
注
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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新
潟
県
十
日
町
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
発
注
に

よ
る
当
道
路
改
良
工
事
は
令
和
元
年
度
に
調
査
・
測

量
・
設
計
、
令
和
2
年
度
に
用
地
買
収
・
補
償
関
係

の
手
続
を
行
い
、
本
年
度
か
ら
工
事
へ
着
手
し
令
和

4
年
度
完
成
の
予
定
で
す
。

　

今
年
度
の
工
事
延
長
は
約
80
ⅿ
で
ブ
ロ
ッ
ク
積
に

よ
る
道
路
拡
幅
工
事
と
な
り
、
志
久
見
橋
か
ら
工
区

中
間
の
宝
山
荘
手
前
ま
で
の
施
工
と
な
り
ま
す
。 

　

こ
れ
に
よ
り
、
交
差
点
付
近
で
の
す
れ
違
い
が
安

全
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

上
野
原
、
和
山
、
屋
敷
、
小
赤
沢
に
お
い
て
、
砂

防
堰
堤
、
斜
面
対
策
工
を
実
施
し
ま
す
。

〇
各
地
区
の
工
事
場
所

【
上
野
原
、
和
山
】

　

集
落
か
ら
中
津
川
へ
降
り
た
付
近
の
堰
堤
。
一
つ

の
規
模
が
大
き
く
何
年
に
も
分
け
て
施
工
中

【
屋
　
敷
】

　

集
落
下
流
及
び
国
道
4
0
5
号
長
俣
交
差
点
の
真

下
の
斜
面
対
策

【
小
赤
沢
】

　

集
落
下
部
及
び
苗
場
山
登
山
道
の
1
合
目
の
途
中

の
堰
堤
修
復

　

令
和
元
年
台
風
19
号
に
よ
り
被
害
の
あ
っ
た
屋
敷

橋
下
流
の
河
川
災
害
復
旧
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
工
事
は
令
和
元
年
に
発
注
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
11
月
の
し
ゅ
ん
工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

屋
敷
白
沢
で
新
し
い
堰
堤
設
置
工
事
を
実
施
中
で

す
。
鳥
甲
山
か
ら
の
土
砂
を
せ
き
止
め
る
役
割
を
担

い
ま
す
。
7
月
か
ら
築
造
の
施
工
を
始
め
、
今
年
度

し
ゅ
ん
工
予
定
で
す
。

　

国
道
4
0
5
号 

屋
敷
─
上
野
原
間

の
道
路
築
造
工
事

（
延
長
2
6
0
m
）

を
実
施
し
ま
す
。

L
型
よ
う
壁
を
使

用
し
道
路
拡
幅
を

行
い
ま
す
。
他
に

橋
梁
修
繕
工
事
と

し
て
栃
川
橋
の
下

部
の
修
繕
を
行
い

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

建
設
課　

建
設
事
業
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

旧
宝
山
荘
付
近
の

道
路
改
良
に
つ
い
て

湯
沢
砂
防
事
務
所
関
係

北
信
建
設
事
務
所
及
び
北
信
地
域

振
興
局
関
係

屋
敷
橋
下
流

屋
敷
白
沢

国道405号

対
岸
か
ら
の
様
子

狭
い
交
差
点
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介護保険制度改正のお知らせ
　令和3年8月から、負担の公平性と制度の持続可能性を高めるため、一定以上の収入のある方に対し
て、負担能力に応じた見直しが行われました。

１　介護保険施設での食費・居住費の減免制度の見直し
　施設サービスやショートステイを利用した際、居住費・食費は原則として利用する方の自己負担とな
りますが、住民税非課税世帯の方は、申請に基づき居住費・食費の軽減を受けられる制度です。

区　　　分 負担の上限額（月額）

新設
（Ｒ３年８月～）

課税
世帯

課税所得690万円（年収約1,160万円）以上 140,100円（世帯）

課税所得380万円（年収約770万円）～
課税所得690万円（年収約1,160万円）未満 93,000円（世帯）

２　高額介護サービス費の負担上限額の見直し
　高額介護サービス費とは、１か月に支払った利用者負担の合計が所得に応じた上限額を超えたときに、
超えた分が払い戻される制度です。

負担段階
預貯金要件

～Ｒ３年７月 Ｒ３年８月～

第 １ 段 階 ・生活保護を受けている方
・老齢福祉年金を受給している方

単身1,000万円以下

夫婦2,000万円以下

単身1,000万円以下
夫婦2,000万円以下

第 ２ 段 階 年金収入等80万円以下 単身650万円以下
夫婦1,650万円以下

第３段階⑴ 年金収入等80万円超120万円以下 単身550万円以下
夫婦1,550万円以下

第３段階⑵ 年金収入等120万円超 単身500万円以下
夫婦1,500万円以下

負担段階
施設入所者 ショートステイ利用者

～Ｒ３年7月 Ｒ３年８月～ ～Ｒ３年７月 Ｒ３年８月～

第 １ 段 階 ・生活保護を受けている方
・老齢福祉年金を受給している方 300円 300円 300円 300円

第 ２ 段 階 年金収入等80万円以下 390円 390円 390円 600円

第３段階⑴ 年金収入等80万円超120万円以下 650円 650円 650円 1,000円

第３段階⑵ 年金収入等120万円超 650円 1,360円 650円 1,300円

　⑵　食費の１日当たり負担限度額の見直し

※上記以外の村民税課税・非課税世帯の負担上限額に変更はありません。

　⑴　預貯金要件の見直し

問合せ先 民生課　健康支援係　☎0269-87-3301
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に参加してみませんか？ウォーキングラリー

りよだ健保
運動は最上の薬である　～ by 医聖ヒポクラテス ～

日本は世界で2番目に座っている時間が長い国!!

肥満になると脳（視床下部）の中でレプチン（食欲抑制
ホルモン）が効きにくくなる。

↓
“食べても足りないなぁ・もう動かなくていいよ”と脳
へ間違った信号を送ってしまう。

結果：肥満の人ほど動きたくなくなる
“動きたくない気持ち”はホルモンにコントロールされて
いる！？

～肥満解消への近道～

①ちょっとだけ運動してみる
➡疲れている時に感じる空腹感は脳が幻を見て
いる状態。運動することで脳がリセットさ
れ、余計に食べなくて済みます。

◎30分以上の座位が続いたらこまめに立った
り軽い運動しよう！（座ったままでもOK）

◎今より10分多く動こう！

　（長野県でも＋
プラステン

１０の取組を推奨しています）

②動物性脂肪を摂りすぎないようにする。
➡動物性脂肪（肉・バターなど）は依存性が高
く、少しくらい食べても満足しない脳になっ
てしまうので、摂りすぎには注意！

「健康づくりチャレンジ大作戦」グランプリ2021 

　信州ＡＣＥ（エース）プロジェクトの一環として行われる、「健康づくりチャレンジ大作戦」
という取組に栄村も参加します。「誰でも手軽に、思わず歩きたくなる楽しいウォーキング」
をコンセプトにした企画に職場の仲間や地域の仲間と参加してみませんか？
　ゲーム感覚で取り組んで、気づいたら“体重も減っていた・血圧も下がっていた”なんて
嬉しいことが起こるかも☆

●参加資格：スマートフォンをお持ちの方（専用アプリをダウンロードする必要があります）
　〈特徴〉　①歩数ランキング等が表示されるので、競ったり、時には長野県PRキャラクター「アル

クマ」に癒されたり…
　　　　　②歩数を重ねるにつれて相撲の番付の昇格や長野県内の名所巡りもできます！
●参加方法：３人１組のチームでお申し込みください。
　　　　　　※個人での申込も出来ますが、その際は事務局でチームの編成をさせていただきます。
●実施期間：９月１日㈬～ １１月３０日㈫　３ヵ月間
●申込期限：８月１３日㈮　
●特　　典 ：トータル５０万歩以上歩いた方は「健康づくりスタンプカード」に１ポイントＧＥＴ！
●そ の 他：申込された方には、登録方法について改めてお知らせ致します。

申込・問合せ先 民生課　健康支援係　☎0269-87-3020

もっと
食べたいなぁ 運動したく

ないなぁ
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　こんにちは。栄村地域包括支援センターは、民生課内に設置され、主に65歳以上の
方の身体の状態や生活への心配ごとの相談に応じています。

集って、話して、運動して、各地区で笑顔咲く　～一般介護予防事業の紹介～

各地区公民館　お達者会（6月～11月　冬期間中止）

高齢者総合福祉センター　いきいきサロン（６月～）

栄村地域包括支援センター　電話：０２６９-８７-３３０１

はいこん
ちょ

地域包括支援センターです

そうだ！
包括に言ってみよう！

　栄村では、多くの方が農業や仕事を生きがいに活動されています。また、90歳を過ぎても「いやだ
いやだ」と言いながらも、元気に活動されている様子も見られます。
　地域包括支援センターでは、暮らし方や身体の状態、趣味や好みの違う方もみんなが笑顔で活躍し
ていける地域づくりに向け、各公民館でのお達者会の開催など、集いの場づくりを応援しています。
まずは様子を見に来てみませんか。

　加齢による手指や足腰の身体
機能の低下を予防するため、健
康運動指導士による運動指導を
行っています。毎月多くの方が
参加され、楽しみながら運動さ
れています。

趣味程度に小さな小さな畑をしています。春にはいちごを何者かに狙われ全滅しました(涙）。訪問させて頂きなが
ら、皆様にアドバイスをもらい奮闘しています。(勝手に夕顔のつるが伸びてきています。どーしましょう!!)

みさきのブランチTime

８月から平滝公民館の
開催時間を午後２時～
３時に変更します。
お間違いのないようお
願いします。



広 報 さ か え（9） 令和３年８月１日

　

栄
村
ふ
る
さ
と
復
興
支
援
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
区
長
会
及
び
広
報
で
募
集
を
行

い
、
今
年
度
１
件
の
事
業
を
採
択
し
ま
し

た
。

　

事
業
の
採
択
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
検

討
委
員
５
名
に
よ
り
、
書
類
審
査
及
び
申

請
地
区
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
採
点

評
価
し
た
後
、
村
長
が
事
業
採
択
の
可
否

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

採
択
事
業
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

【
問
合
せ
先
】　

　

総
務
課　

企
画
財
政
係　
　

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　

長
野
北
年
金
事
務
所
で
は
、
毎
月
出
張

年
金
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
予
約

の
う
え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
中
野
市
会
場
：
中
野
市
中
央
公
民
館

　

相
談
日
：
９
月
７
日
㈫　

　

予
約
受
付
：
７
月
30
日
～
９
月
２
日

◆
飯
山
市
会
場
：
飯
山
商
工
会
議
所　

　

相
談
日
：
９
月
30
日
㈭　

　

予
約
受
付
：
８
月
24
日
～
９
月
27
日

・
開
設
時
間
：
各
会
場
と
も
午
前
10
時
～

午
後
３
時
ま
で

・
相
談
時
間
：
30
分
毎

【
予
約
・
問
合
せ
先
】

　

長
野
北
年
金
事
務
所�

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
２
６
─

２
４
４
─

４
０
９
７

９
月
の
出
張
年
金
相
談

の
ご
案
内

　

役
場
に
お
い
て
長
野
県
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
献
血
を
行
い
ま
す
。

　

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き

ず
、
長
期
保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。
皆
様
の

定
期
的
な
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
4
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
と

な
る
た
め
、
体
重
が
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

の
方
が
対
象
で
す
。

村
で
献
血
を
実
施
し
ま
す

　

令
和
３
年
産
の
水
稲
の
被
害
届
の
受
付

を
開
始
し
ま
し
た
。
自
然
災
害
等
で
減
収

水
稲
共
済
加
入
農
家
の

皆
さ
ん
へ

　

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
災
害
発
生

時
に
、
行
政
・
消
防
団
等
防
災
関
係
機
関

が
連
携
し
、
協
力
し
て
災
害
に
即
応
で
き

る
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
栄
村
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
地
震
災

害
を
想
定
し
、
役
場
と
消
防
団
等
が
中
心

と
な
り
初
動
対
応
の
確
認
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

訓
練
日
は
、
緊
急
地
震
速
報
や
避
難
情

報
等
を
放
送
す
る
予
定
で
す
の
で
、
災
害

の
発
生
と
お
間
違
え
の
無
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
日
時
：
８
月
29
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら

※
予
定
で
は
、
午
前
８
時
30
分
頃
、
緊
急

地
震
速
報
を
放
送
し
ま
す
。
こ
れ
に
併

せ
、
自
宅
等
で
自
主
的
に
机
の
下
な
ど

に
入
り「
し
ゃ
が
む
、頭
を
守
る
、
じ
っ

と
す
る
」
と
い
う
「
命
を
守
る
安
全
行

動
」
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

８
月
29
日
㈰
に
栄
村
防

災
訓
練
を
行
い
ま
す

・
開
催
日
時
：
９
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

・
コ
ー
ス
：
百
合
居
地
区（
5
区
間
9
・
3
㎞
）

～
百
合
居
の
地
に
想
い
を
馳
せ
て
～

・
参
加
資
格
：
村
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

し
、
小
学
生
以
上
の
健
康
な
方
で
編
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
。
※
小
学
１
年
～
３
年

生
は
２
区
～
４
区
の
み
参
加
可
能

・
チ
ー
ム
編
成

　

責
任
者
１
名
（
選
手
兼
可
能
）

　

選
手
６
名
、
補
欠
２
名
以
内　

※
他
チ

ー
ム
と
の
補
欠
選
手
の
重
複
可
能

・
申
込
用
紙
：
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び

秋
山
支
所
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

・
申
込
期
限
：
８
月
23
日
㈪

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

栄
村
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
！

栄
村
ふ
る
さ
と
復
興
支
援

金
事
業
の
採
択
に
つ
い
て

地
区
名

青
倉
区

事
業
名

青
倉
お
米
生
産
拠
点
施
設
建
設

事
業
（
木
造
２
階
建
て
1
棟
）

得
点
率

71

決
定
額

5
0
0
万
円

・
場
所
：
栄
村
役
場　

玄
関

・
日
時
：
8
月
20
日
㈮

　
　
　
　

午
前
9
時
半
か
ら
11
時
半

【
問
合
せ
先
】　

　

民
生
課　

健
康
支
援
係　

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
０
２
０

が
見
込
ま
れ
る
農
家
の
方
は
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
対
象
被
害
：
減
収
が
見
込
ま
れ
る
自
然

災
害
、
病
虫
害
、
獣
害
等

・
申
告
方
法
：
各
戸
配
布
の
損
害
通
知
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
長
野
県

農
業
共
済
組
合
北
信
支
所
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

・
提
出
期
限
：
９
月
３
日
㈮

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
農
業
共
済
組
合　

北
信
支
所

　

農
畑
作
物
係

　

☎
０
２
６
─

２
１
９
─

２
８
９
２
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�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

◇
栄
村
ジ
オ
学
習
講
座
◇

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
は
7
月
7
日
㈬
に

栄
村
自
然
植
物
園
に
お
い
て
動
植
物
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
希
少
動
植
物

調
査
員
と
し
て
活
躍
中
の
涌
井
泰
二
氏
を
講

師
に
招
き
、
園
内
に
生
息
す
る
動
植
物
の
観

察
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
梅
雨
空
の
下
で
し

た
が
時
折
晴
れ
間
も
の
ぞ
き
、
植
物
だ
け
で

な
く
、
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
、
水
生
生
物
の
観

察
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
の
自

然
を
見
て
、
触
れ
て
、
嗅
い
で
、
聞
い
て
、

五
感
を
フ
ル
に
活
用
し
た
講
座
に
な
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、
栄
村
自
然
植
物
園
に
は
3
0
0
種

を
超
え
る
植
物
が
あ
り
、
長
野
県
指
定
希
少

野
生
動
植
物
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
種
も
観

察
で
き
ま
す
。
講
座
の
中
で
も
絶
滅
危
惧

種
・
準
絶
滅
危
惧
種
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
確

認
で
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
改
め
て
自
然
の

豊
か
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
絶
滅
危

惧
種
と
な
っ
て
い
る
野
草
が
栄
村
に
多
く
あ

る
こ
と
は
貴
重
な
こ
と
だ
」
と
い
う
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

季
節
毎
に
違
う
風
景
を
見
せ
て
く
れ
る

我
々
が
住
む
山
里
。
こ
の
豊
か
な
自
然
環

境
・
生
態
環
境
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
く

た
め
に
は
身
近
に
あ
る
自
然
の
こ
と
を
知
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
の
栄
村
ジ
オ
学
習
動
植
物
講
座
は
秋

頃
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。（
文
責
：
南
雲
）

第6回　フォトコンテスト入賞作品展示中
展示期間：～８月6日㈮

第7回のフォトコンテスト応募作品
受け付け中！

第４回　歩いて楽しむ「善光寺街道ツアー」
　令和３年８月22日㈰

9：00～15：30（予定）　～下船渡坂編～

詳細についてはジオパーク推進室☎025-765-1600まで

秋
山
地
区
防
災
消
防
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル�

中
止
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
1
1
9
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

8
月
下
旬
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

当
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
中
止
と
し
ま
す
。

　

消
防
訓
練
、
救
急
講
習
会
な
ど
は
栄

分
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

飯
山
消
防
署
栄
分
署

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

１
１
１
９

　

岳
北
消
防
本
部
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
を
利
用
し
て
1
1
9
番
通
報
が

で
き
る
「
N
E
T
1
1
9
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
」の
運
用
を
、7
月
1
日
よ
り
開

始
い
た
し
ま
し
た
。音
声
で
の
会
話
が
困

難
な
方
が
、い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
、

音
声
に
よ
ら
な
い
チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
通

報
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

・
登
録
方
法
：
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
か
「r.gakuhoku@

net119.
speecan.jp

」
へ

空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

岳
北
消
防
本
部　

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

０
１
１
９　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http

://w
w

w
.

　

iiyam
a-catv.ne.jp/~gakuhoku/ 登録用メール

　

10
月
10
日
㈰
に
開
催
予
定
の
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
苗
場
山　

栄
村
1
0
0
㎞
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
及
び
9
日
㈯
「
前
夜
祭

夢
灯
」
は
7
月
の
観
光
協
会
理
事
会
で

検
討
し
た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
情
勢
を
考
慮
し
、
安
心
安

全
な
運
営
が
困
難
な
た
め
、
開
催
を
中

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
催
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会　

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
３
３

ツ
ー
ル
・
ド
・
苗
場
山
栄
村

1
0
0
㎞
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

前
夜
祭
夢
灯　
開
催
中
止

の
お
知
ら
せ
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.65

　

立
秋
を
前
に
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
厳
し

い
毎
日
で
す
が
、
皆
様
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
に
ち
は
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
木
村
で
す
。

　

６
月
１
日
に
秋
山
郷
三
山
の
山
開
き

神
事
が
行
わ
れ
た
の
を
受
け
て
、
か
ね

て
よ
り
気
に
な
っ
て
い
た
、
佐
武
流
山

に
登
っ
て
き
ま
し
た
。
去
年
、
苗
場
山

と
鳥
甲
山
に
は
登
っ
た
の
で
す
が
、
佐

武
流
山
は
往
復
10
時
間
ほ
ど
か
か
る
そ

う
で
、
秋
山
住
民
の
方
々
も
「
マ
ジ
で

し
ん
ど
い
よ
」、「
行
く
ん
や
っ
た
ら
、

コ
ム
レ
ケ
ア
（
こ
む
ら
返
り
予
防
の
第

二
医
薬
品
）
持
っ
て
い
き
」
と
言
っ
て

い
た
の
で
、
佐
武
流
山
の
登
山
は
敬
遠

し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
㈯
に
佐
武
流
山
に
登
っ
た

の
で
す
が
、
後
半
は
バ
テ
バ
テ
、
コ
ム

レ
ケ
ア
に
助
け
ら
れ
、
何
と
か
往
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
体
力
の
低

下
を
実
感
し
ま
し
た
。
秋
口
に
苗
場
山

へ
登
山
を
計
画
し
て
い
る
の
で
、
体
力

づ
く
り
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
も
始
め
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
余
談
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ

こ
か
ら
は
６
月
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

い
き
ま
す
。

　

先
日
、栄
中
学
校
の
総
合
的
学
習「
さ

か
え
ふ
る
さ
と
塾
」
に
、
講
師
と
し
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
さ

か
え
ふ
る
さ
と
塾
」
と
は
、
生
徒
が
栄

村
の
課
題
を
見
つ
け
、
地
域
活
性
化
に

寄
与
す
る
た
め
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
や
特
産
品
開
発
に
取
り
組
む
学

習
で
す
。
私
は
加
工
用
ト
マ
ト
を
使
っ

た
特
産
品
開
発
の
班
に
助
言
等
を
行
い

ま
し
た
。
私
自
身
も
山
菜
を
使
っ
た
加

工
品
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
栄

中
学
校
の
生
徒
さ
ん
達
が
主
体
的
に
活

動
す
る
様
子
に
感
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
業
務
に
励
も
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

山
菜
加
工
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
販

売
開
始
の
目
処
が
立
ち
、
今
年
の
８
月

中
に
は
販
売
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
時
点
で
、
当
初
の
予
定
よ
り
２
カ
月

ほ
ど
遅
れ
て
い
ま
す
の
で
、
迅
速
に
業

務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
全
国
的
に
見

て
も
類
を
見
な
い
、
差
別
化
さ
れ
た
商

品
で
す
の
で
、
是
非
、
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

　

そ
れ
で
は
、
村
民
の
皆
様
、
暑
中
の

激
務
の
疲
れ
が
出
や
す
い
時
期
か
と
存

じ
ま
す
。
ご
健
康
に
は
一
段
と
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

�

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

木
村　
優
）

❖❖
村
誌
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　

江
戸
時
代
か
ら
村
の
秋
祭
り
の
主
役

は
若
者
た
ち
で
し
た
。
神
社
の
境
内
で

芝
居
や
奉
納
相
撲
を
催
し
て
村
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

志
久
見
村
で
は
一
八
〇
一
年
の
祭
礼

に
、
三
日
間
も
浄じ

ょ
う

瑠る

璃り

芝
居
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
演
目
は「
三
日
太
平
記
」

で
す
。
こ
れ
は
織
田
信
長
を
討
っ
た
明

智
光
秀
が
、
三
日
天
下
を
と
っ
た
と
さ

れ
る
逸
話
で
す
。
赤
沢
村
の
人
が
役
を

演
じ
、
松
之
山
村
の
人
が
三
味
線
を
担

当
し
ま
し
た
。

　

箕
作
村
で
は
一
八
五
一
年
の
祭
礼

に
、
奉
納
相
撲
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
神
社
前
に
土
俵
を
造
り
、
近
隣
の

村
か
ら
強
豪
力
士
を
募
っ
て
盛
大
に
大

会
を
開
い
た
の
で
す
。
地
元
の
箕
作
村

に
は
大
和
川
と
い
う
四し

股こ

名な

の
力
士
が

い
て
、
現
役
引
退
後
に
行
司
の
免
許
を

も
ら
っ
て
、
こ
の
大
会
を
取
り
仕
切
り

ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
月
岡
村
に
は

月
之
森
と
い
う
力
士
が
い
ま
し
た
。
本

名
は
保
坂
甚
右
衛
門
で
す
。
森
村
に
は

越
の
藤
と
い
う
力
士
が
い
ま
し
た
。
本

名
は
廣
瀬
重
次
郎
で
す
。
こ
の
二
人
は

草
相
撲
と
は
い
え
、
大
い
に
活
躍
し
た

力
士
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
二
人
と
も

一
八
五
五
年
に
江
戸
相
撲
の
役
所
へ
力

士
免
許
の
申
請
を
し
て
、
木
村
庄
之
助

か
ら
「
力
士
門
弟
に
召
し
加
え
る
」
と

い
う
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
滝
村
か
ら
滝
ノ
川
が
で

て
、
こ
の
人
も
明
治
時
代
の
前
期
に
各

地
の
相
撲
大
会
に
出
場
し
て
名
を
馳
せ

ま
し
た
。

【
連
絡
・
問
合
せ
先
】

　

栄
村
誌
編
纂
室　

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

秋
祭
り
を
盛
り
上
げ
た
若

者
た
ち

力士免許状　（森）広瀬家
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盗
掘
に
さ
ら
さ
れ
る

村
内
の
希
少
野
生
植
物

た
ち
は
、
そ
う
し
た
行
為
に
よ
っ
て
絶
滅

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
植
物
が
あ
る
こ
と

を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
事
例
も
採
取
し
た
植
物
が
、

現
在
保
護
が
必
要
な
植
物
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
た
め
に
起
こ
っ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

ち
な
み
に
長
野
県
指
定
希
少
野
生
動
植

物
で
は
、
野
生
ラ
ン
が
十
八
種
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
十
七
種
の
指
定
理

由
が
、「
園
芸
を
目
的
と
し
た
採
集
圧
」

で
す
。
採
取
し
て
よ
い
も
の
と
だ
め
な
も

の
を
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
知
り
、
盗
掘

に
つ
な
が
る
行
為
を
厳
に
慎
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
調
査
中
に
野
々
海
池
そ
ば
で
写

　

先
月
に
引
き
続
き
、植
物
の
話
題
で
す
。

本
年
度
も
村
内
各
所
を
調
査
す
る
中
で
、

希
少
な
野
生
植
物
を
多
く
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
野
生
植
物
の
保

護
で
、大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

「
盗
掘
」
で
す
。

〈
事
例
１
〉

　

本
年
度
、
地
域
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

事
例
で
す
。

　

そ
の
方
が
仕
事
で
山
に
入
っ
た
際
、
林

道
脇
に
サ
サ
ユ
リ
が
数
本
咲
い
て
い
る
の

を
見
つ
け
た
そ
う
で
す
。
そ
の
場
を
通
り

過
ぎ
た
時
、
後
ろ
を
走
行
し
て
い
た
一
台

の
車
が
、
突
然
停
車
し
バ
ッ
ク
し
た
の
が

見
え
た
そ
う
で
す
。
そ
の
方
は
、
サ
サ
ユ

リ
が
気
に
な
り
つ
つ
も
、
仕
事
の
途
中
だ

っ
た
た
め
戻
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
先
に

進
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

仕
事
を
終
え
て
、
再
び
そ
の
場
所
に
戻

っ
た
と
き
に
は
、
数
本
あ
っ
た
サ
サ
ユ
リ

が
す
べ
て
掘
り
取
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
⑨

　

サ
サ
ユ
リ
は
、
長
野
県
で
は
準
絶
滅
危

惧
種
で
あ
り
、
採
取
や
譲
渡
な
ど
が
規
制

さ
れ
る
長
野
県
指
定
希
少
野
生
動
植
物
の

一
つ
で
す
。

〈
事
例
２
〉

　

昨
年
度
、
私
た
ち
が
目
の
当
た
り
に
し

た
事
例
で
す
。

　

調
査
中
、
林
道
の
す
ぐ
脇
に
ギ
ン
ラ
ン

（
長
野
県
：
準
絶
滅
危
惧
種
）
の
見
事
な

株
を
見
つ
け
ま
し
た
。
数
日
後
に
そ
の
場

を
再
び
通
っ
て
み
る
と
、
跡
形
も
な
く
掘

り
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
事
例
は
、
山
菜
を
採
り

に
山
に
入
っ
た
人
た
ち
が
、
た
ま
た
ま
き

れ
い
な
山
野
草
を
見
つ
け
、
持
ち
帰
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

美
し
い
山
野
草
を
、
自
宅
の
庭
や
鉢
な

ど
に
植
え
て
愛
で
た
い
と
い
う
行
為
は
、

日
本
人
が
古
く
か
ら
行
っ
て
き
た
ご
く
普

通
の
習
慣
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私

真
家
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
以

前
は
チ
ョ
ウ
な
ど
を
採
取
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
地
域
の
希
少
な
動
植
物

を
守
る
た
め
に
採
取
を
止
め
、
今
は
写
真

で
そ
の
地
域
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝

え
る
活
動
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
希
望

者
を
募
っ
て
、
当
村
に
も
撮
影
ツ
ア
ー
で

来
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

当
村
に
は
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
は
じ
め
と
し

て
、
す
ば
ら
し
い
遊
歩
道
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
決
し
て
個
人
の
た
め
だ
け
の
採

取
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
風

景
や
人
々
の
暮
ら
し
に
触
れ
な
が
ら
、
自

然
を
参
加
者
と
共
有
し
撮
影
す
る
。
そ
ん

な
ツ
ア
ー
も
、
今
後
栄
村
の
自
然
を
活
用

し
、
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
観
光

や
保
護
の
在
り
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

�

（
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

ササユリ。村内の山地の
道ばたなどに見られる。

ギンラン。数日後、この
株は、掘り取られていた。

採と

（
捕
）
ら
ず
に
撮と

ろ
う
！

栄
村
の
自
然

　捕獲、採取、殺傷又は損傷が規制され
ている希少野生動植物のうち、今回は植
物のみ掲載します。

◆指定希少野生動植物　38種
　うち、現在村内で記録がある種� 11種
オキナグサ、シラネアオイ、ヤマシャク
ヤク、シラヒゲソウ、ヒメカイウ、ササ
ユリ、ヤマユリ、ヒメシャガ、ミズチド
リ、トキソウ、サワラン

◆特別指定希少野生動植物　14種
　うち、現在村内で記録がある種　２種
クマガイソウ、キンラン

※詳しくはこちらをご覧ください。

長野県指定希少野生動植物

苗場山麓ジオパークで絶滅が
危惧されている生物のリスト

長野県指定希少野生動植物
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生活カレンダー８月

６月火災・救助・救急出動件数

最高気温 31.6℃ ６月11日㈮

最低気温 11.6℃ ６月１日㈫

平均気温 20.7℃ 総 雨 量 127.5㎜

栄村の気象（６月）

世帯数 804世帯 前月比－1
人　口 1,711人 －5
男 817人 －2
女 894人 －3

出生 1
死亡 3
転入 1
転出 4

世帯と人口（７月１日現在） ６月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 1 86 飯山日赤� 4

津南病院� 0
そ の 他� 3
不 搬 送� 0
合　　計� 7
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 1 15

野沢温泉村 0 0 10

栄 村 0 0 7

管 轄 外 等 0 1 1

火をつける　君は消すまで　気を付ける

８月の納税等
〇村民税　　　　　　　　〇村営住宅料
〇ケーブルテレビ使用料　〇教員住宅使用料
〇合併浄化槽使用料　　　〇保育料
〇農業集落排水処理使用料　〇簡易水道料
〇学童保育料

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　8月31日㈫　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　８月23日㈪
　八十二銀行・県信　８月25日㈬

〈登録方法〉
　右のＱＲコードを読み取り、追加又は以下の方
法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

子
ど
も
・
子
育
て

【
保
育
園
開
放
日
】

　

日
時
：
10
日
㈫
・
24
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

　

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
日
】

　

日
時
：
11
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

　

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室
】

　

日
時
：
17
日
㈫　

午
前
10
時
か
ら

　

場
所
：
栄
村
診
療
所
２
階　

集
団
検
診
室

【
あ
そ
び
の
教
室
】

　

日
時
：
23
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら

　

場
所
：
北
信
保
育
園

【
リ
ズ
ム
あ
そ
び
】

　

日
時
：
25
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら

　

場
所
：
栄
村
診
療
所
２
階　

集
団
検
診
室

【
乳
児
健
診
】

　

日
時
：
30
日
㈪　

午
後
１
時
半
か
ら

　

場
所
：
栄
村
診
療
所
２
階　

集
団
検
診
室

そ
の
他

【
栄
村
成
人
式
】（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

　

日
時
：
14
日
㈯
・
15
日
㈰　

午
前
10
時
か
ら

【
集
い
の
場
に
じ
い
ろ
開
放
日
】

　

日
時
：
毎
週
水
曜
日
（
18
日
は
お
休
み
）

　
　
　
　

午
前
10
時
半
か
ら

　

場
所
：
旧
医
師
住
宅
（
森
）

【
栄
村
診
療
所
　
内
科
・
歯
科
の
休
診
日
】

　

日
に
ち
：
13
日
㈮
〜
16
日
㈪

【
栄
村
防
災
訓
練
】

　

日
時
：
29
日
㈰　

午
前
８
時
半
か
ら

　

場
所
：
役
場
ほ
か
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栄村
議会報
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上倉敏夫議長 桑原武幸副議長

ご
挨
拶

�

栄
村
議
会
議
長
　
上
倉
敏
夫

　

５
月
21
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議

員
各
位
（
全
会
一
致
）
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

第
18
期
栄
村
議
会
議
長
の
要
職
に
就
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
で
あ
る
と

共
に
、
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
の
長
と
し

て
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
村
の
財
政
は
余
裕
も

な
く
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が
一
層
進

む
中
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
教
育
な
ど

重
要
な
政
策
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
、
産
業
社
会
常
任
委
員
会
の
二
つ
の

委
員
会
で
の
積
極
的
な
活
動
を
進
め
な
が

ら
、
い
た
ず
ら
に
摩
擦
を
起
こ
さ
な
い
こ

と
は
も
と
よ
り
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
同
時
に
安
易
な
妥
協
に
陥
る

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
、
若
い
世
代
の
人
が
手
を
挙
げ
や
す
い

環
境
整
備
を
一
層
進
め
、
皆
様
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
、
村
民
が
等
し
く
幸
せ
に
な

れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
21
日
、
栄
村
議
会
18
期
議
員
に
よ
る
初
議
会

を
開
催
し
、
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
上
倉
敏
夫
氏
（
雪
坪
）、
副
議
長
に
桑
原

武
幸
氏
（
北
野
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
保
坂
眞
一
氏
（
泉

平
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
体
制
を
紹
介
し
ま
す
。

令和３年　第２回臨時議会
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
社
会
常
任
委
員
会

保坂良徳（月岡）
現職・２期
65歳・会社員
委員長

相澤博文（和山）
現職・６期
73歳・自営業
副委員長

上倉敏夫（雪坪）
現職・３期
69歳・農業
議長

魚田清美（屋敷）
新人・１期
60歳・自営業

月岡利郎（白鳥）
現職・２期
74歳・農業

松尾　眞（森）
現職・３期

71歳・ジャーナリスト
委員長

島田伯昭（青倉）
現職・６期
74歳・会社員
副委員長

山上宏晃（小赤沢）
新人・１期

51歳・食品加工販売
会社経営

保坂眞一（泉平）
新人・１期
67歳・農業
監査委員

桑原武幸（北野）
現職・２期
74歳・農業
副議長

・
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　
　
島
　
田
　
伯
　
昭

　
副
委
員
長
　
　
相
　
澤
　
博
　
文

　
委
　
　
員
　
　
松
　
尾
　
　
　
眞

　
　
　
　
　
　
　
保
　
坂
　
良
　
徳

・
議
会
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
　
山
　
上
　
宏
　
晃

　
副
委
員
長
　
　
月
　
岡
　
利
　
郎

　
委
　
　
員
　
　
島
　
田
　
伯
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
魚
　
田
　
清
　
美

　
　
　
　
　
　
　
上
　
倉
　
敏
　
夫

委
員
会
紹
介
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令和3年5月・7月臨時議会・6月定例議会　主な可決案件
案　件　名 内　　容

―５月臨時議会―
◆専決処分について【栄村税条例等
の一部を改正する条例の制定につ
いて】

・村民税に係る主な改正内容は、扶養親族等申告書記載事項の電子提供に
係る見直し。退職所得申告書の提出の電子化及び住宅ローン控除の特例
措置の延長
・固定資産税に係る主な改正内容は、土地の負担調整措置を継続するもの
とし、税額の据え置き措置と課税標準の特例に係る見直しを行ったもの
・軽自動車税に係る主な改正内容は、環境性能割の税率区分の見直しと、
臨時的軽減の延長及び種別割のグリーン化特例の見直しを行ったもの

◆専決処分について【損害賠償額の
決定及び和解について】

・国道117号線を公用車が北方向へ走行中、除雪作業のための交通誘導を
していた相手方に衝突したもの
・損害賠償額：20,063,050円（内保険補てん額：20,063,050円）

◆令和３年度　栄村一般会計補正予
算第１号

・庁舎電気室浸水修繕：517千円
・のよさの里管理運営費：3,178千円
・新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金関連：46,098千円
・補正額：49,793千円

◆栄村監査委員の選任について ・保坂　眞一氏（泉平）

―６月定例議会―
◆令和３年度　栄村一般会計補正予
算（第２号）

・低所得の子育て世帯を対象とした生活支援特別給付金に係る経費：630
千円
・新型コロナワクチン接種に必要な経費など：7,266千円
・補正額：7,896千円

◆栄村福祉医療給付金条例の一部を
改正する条例の制定について

・長野県福祉医療費給付金事業補助金交付要綱が改正され、8月1日から
施行されることにより、精神障害者区分について、今まで１級のみ補助
対象となっていたが、今回の改正により２級についても補助対象となり、
また、今まで精神通院についてのみ福祉医療費補助の対象となっていた
が、入院を除く風邪をひいた時の通院等、全診療科目についても補助の
対象となる。また、同様に県の補助金交付要綱の改正により、柔道整復
施術療養費（針、灸、あんま、マッサージ）について、福祉医療費受給
者証を提示することで窓口での一部負担金が不用になることから条例改
正を行うもの

◆栄村スキー場施設の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

・スキー場のマレットゴルフ場の利用にあたり、マレットゴルフ場の登録
と使用料金を条例に明確化する必要があるため改正を行うもの

◆栄村農村広場の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の
制定について

・令和元年10月の台風19号災害で、横倉のマレットゴルフ場が使用できな
くなり、今後の活用において土砂堆積場として利用を図ることから、本条
例より軽スポーツ広場のマレットゴルフ場に関する事項を削除するもの

―追加議案―
◆令和２年度　令和２年７月豪雨災
害　東部頭首工２地区工事　工事
請負契約の締結について

・工事の場所：下水内郡栄村大字堺　坪野
・契約金額：64,350千円
・相手方：株式会社　サン　タキザワ

◆損害賠償の額の決定について ・ロータリー除雪車が除雪作業中に県道箕作飯山線　明石大橋の欄干に接
触、欄干の一部が破損した
・相手方：長野県北信建設事務所飯山事務所長
・損害賠償額：594千円（うち保険補てん額：594千円）

―７月臨時議会―
◆令和３年度　栄村一般会計補正予
算（第３号）

・秋山支所２階会議室窓枠修繕及びトイレ設備改修工事：990千円
・トマトの国、北野天満温泉、森駅交流館の手洗い設備水栓自動化、便座
のウォシュレット化工事：2,981千円
・楽養館の山菜ジェラート製造室改修工事：1,030千円
・雄川閣内風呂改修工事：2,810千円など
・補正額：21,475千円
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◆令和３年度　栄村予算推移◆

区　　分 当初予算 ５月補正 ６月補正 ７月補正 現 在 の
予 算 額 増減額 増減率％ 構成比

一 般 会 計 2,610,000 49,793 7,896 21,475 2,689,164 79,164 103.03

特　別　会　計

国民健康保険
（事業勘定） 258,472 258,472 0 100.00 23.7%

国民健康保険
（施設勘定） 109,516 109,516 0 100.00 10.1%

秋 山 診 療 所 3,874 3,874 0 100.00 0.4%

後期高齢者医療 29,448 29,448 0 100.00 2.7%

介 護 保 険 398,024 398,024 0 100.00 36.5%

介護サービス 7,400 7,400 0 100.00 0.7%

簡 易 水 道 68,519 6,900 75,419 6,900 110.07 6.9%

生活排水処理 56,835 56,835 0 100.00 5.2%

農業集落排水 23,223 23,223 0 100.00 2.1%

ス キ ー 場 110,522 110,522 0 100.00 10.1%

ケーブルテレビ 16,677 16,677 0 100.00 1.5%

特別会計合計 1,082,510 1,089,410 6,900 100.64

※▲は減額

陳情件名 陳情事項 陳　情　者 審査結果

「『さらなる少人
数学級推進と教
育予算の増額』
と『義務教育費
国庫負担制度の
堅持・拡充』を
求める意見書」
採択を求める陳
情書

　2022年度予算編成の件につき、以下の内容の意見書
を政府及び関係行政官庁あてに提出していただきた
い。
１．どの子にもゆきとどいた教育をするため、さらな

る少人数学級推進と教育予算の増額をすること。
また、複式学級の学級定員を引き下げること。

２．教育の機会均等とその水準の維持向上のために必
要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅持し、負
担率を２分の１に復元するなど拡充すること。

栄村教職員組合　
代表　塩入　茉由美

採択
※採択に対
して賛成
９名

（議長除く）
意見書とし
て国へ提出

陳情　審査結果

案　件　名 内　　容

◆令和３年度　栄村簡易水道特別会
計補正予算（第１号）

・北野中野極野配水池・長瀬切欠配水池修繕料：1,000千円
・水道メーター検針システム及び料金計算システムと導入委託料一式：
4,400千円
・中央簡易水道天地水源工事：1,500千円
・補正額：6,900千円

単位：千円	
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る
か
、
本
年
も
さ
ら
に
補
正
予
算
を
お
願
い

し
て
や
れ
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
県
に
森

林
贈
与
税
等
の
活
用
で
出
来
る
だ
け
の
進
捗

で
進
め
て
ほ
し
い
と
、
引
き
続
き
お
願
い
し

て
い
く
。

松
尾
４
月
に
農
政
課
、
農
村
振
興
係
が

発
足
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
業
務

状
況
か
。
農
業
研
修
生
を
村
が
積
極
的
に
導

入
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。
農
地
と
山
、

森
林
の
一
括
的
な
管
理
を
考
え
な
い
と
本
当

の
獣
害
対
策
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

村
長
集
落
戦
略
の
策
定
で
は
、
各
集
落

が
、
如
何
に
本
気
に
な
っ
て
自
分

の
未
来
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
テ
ン
シ

ョ
ン
を
如
何
に
上
げ
て
い
け
る
か
が
大
事
な

と
こ
ろ
だ
。
農
業
研
修
生
の
こ
と
も
含
め
て

積
極
的
な
取
り
組
み
が
今
後
必
要
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

３
月
議
会
で
提
案
さ
れ
た
棚
田
地
域
振
興

法
等
に
つ
い
て
も
、
導
入
の
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
は
、
電
気
柵
の
設
置
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
。
里
山
の
森
林
整
備
を
進

め
る
こ
と
で
被
害
を
防
止
し
て
い
く
こ
と
が

抜
本
的
な
対
策
だ
。

農
政
課
長
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
の
策
定
、
棚
田
加

算
に
つ
い
て
、
小
千
谷
市
、
十
日
町
市
、
小

谷
村
へ
職
員
の
方
で
事
務
研
修
に
行
っ
た
。

棚
田
加
算
は
集
落
戦
略
に
も
関
係
し
て
く
る

の
で
、
集
落
戦
略
の
作
成
を
含
め
て
、
今
後
、

説
明
会
を
開
催
す
る
計
画
。

地
で
育
っ
た
子
供
た
ち
、
村
外
の
方
も
栄
村

に
希
望
や
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

村
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
今

こ
こ
に
住
ん
で
い
る
我
々
が
自
信
と
誇
り
を

も
っ
て
大
ら
か
に
こ
の
村
で
暮
ら
す
姿
を
見

せ
る
こ
と
が
若
者
定
住
に
繋
が
る
と
私
は
思

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
の
人
生
観
も
あ
る

の
で
、
ニ
ー
ズ
を
尊
重
し
な
が
ら
で
き
る
だ

け
親
切
な
対
応
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
発
信
な
ど
様
々
な
施
策
の
展
開
に
努
め
て

い
く
。

建
設
課
長
地
方
へ
の
移
住
を
検
討
し

て
い
る
方
々
に
対
し
て
、

栄
村
の
存
在
を
認
知
し
て
も
ら
う
べ
く
東
京

な
ど
に
あ
る
県
の
移
住
相
談
窓
口
に
お
い
て

村
移
住
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ
て
い

る
。
今
年
度
中
に
村
独
自
の
移
住
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
開
設
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
発
信
に
も
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

村
で
必
要
と
さ
れ
る
職
種
と
併
せ
た
募
集
な

ど
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
は
考
え

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

既
に
定
住
し
て
い
る
５
組
の
定
住
者
の

方
々
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
、
村
の
移
住
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
定
住
者
の
目
線
か
ら

栄
村
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

ま
た
、
村
へ
の
移
住
相
談
者
に
は
、
定
住
者

の
方
々
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
連
携
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

松
尾
お
盆
の
帰
省
等
に
つ
い
て
、
村
と

し
て
指
針
を
示
す
考
え
は
な
い
か
。

民
生
課
長
お
盆
に
つ
い
て
の
指
針
に

つ
い
て
検
討
し
、
発
信
し

て
い
き
た
い
。　

松
尾
昨
年
の
12
月
の
集
中
降
雪
の
被
害

の
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
本
年
度
予

算
で
賄
わ
れ
る
部
分
は
ほ
ん
の
一
部
だ
。
今

年
度
事
業
計
画
の
全
容
と
、
事
業
実
施
の
展

望
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。
ま
た
、
保
全
措

置
が
必
要
な
箇
所
の
全
体
像
は
ど
の
よ
う
に

把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

村
長
伐
採
の
対
象
木
、
場
所
等
に
よ
っ

て
見
積
も
り
が
難
し
い
面
も
あ
る

の
で
、
全
体
の
事
業
量
、
事
業
費
が
掴
み
に

く
い
状
況
に
あ
る
。
森
林
計
画
に
つ
い
て
森

林
組
合
と
の
調
整
等
も
出
て
く
る
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

県
が
ど
の
く
ら
い
村
に
さ
ら
に
応
援
で
き

質
問
３
年
前
に
も
農
業
後
継
者
の
育
成

と
、
冬
の
雪
害
救
助
員
確
保
を
兼

ね
た
定
住
者
募
集
、
中
古
物
件
を
利
用
し
た

貸
家
な
ど
提
案
し
た
が
、
未
だ
人
口
減
少
に

歯
止
め
は
か
か
ら
ず
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

若
者
定
住
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
募
集
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
定
住
住
宅
係
で

は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
住
宅
定
住
募
集
を
行

っ
て
行
く
の
か
。

　

村
内
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
後

継
者
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
村
に
定
住

し
た
い
若
者
と
農
業
後
継
者
不
足
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
農

業
の
担
い
手
育
成
を
兼
ね
た
若
者
定
住
の
募

集
な
ど
実
施
し
て
い
る
か
。

村
長
移
住
・
定
住
は
、
雇
用
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
、
住
宅
の
こ
と
等

様
々
な
要
因
が
あ
っ
て
、そ
の
人
の
人
生
観
、

意
思
で
最
後
は
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

村　長

村　長

本
気
で
未
来
を
描
く
こ
と
が

大
事
。里
山
森
林
整
備
、棚
田

地
域
振
興
法
に
取
り
組
む
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

発
信
な
ど
様
々
な
施
策
の

展
開
に
努
め
る
。

倒
木
防
止
、有
害
獣
対
策
、農
政
の

一
体
的
展
開
が
必
要
で
は
な
い
か
。

若
者
定
住
に
向
け
ど
の
よ
う

な
募
集
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

松
尾
　
眞
議
員

桑
原
武
幸
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

倒
木
防
止
対
策
と
森
林
整
備

農
政
課
・
農
村
振
興
係
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か

若
者
の
定
住
促
進
に
つ
い
て
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質
問
栄
村
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
施
設

を
利
用
し
た
映
像
を
含
め
た
自
主

放
送
の
発
展
的
利
用
が
で
き
な
い
か
。

村
長
こ
れ
か
ら
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
て
の
情
報
発
信
の
一
つ
と

し
て
、
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
導
入
も
今

後
に
お
い
て
は
議
論
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

し
か
し
、
財
政
的
に
は
確
実
に
支
出
も
必
要

と
な
る
の
で
真
に
必
要
な
も
の
か
検
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問
「
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク（
栄
村
・

津
南
）
で
は
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
全
て
の
自
然
を
保
護
し
て
い
ま

す
」
と
県
境
に
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

採
取
禁
止
や
罰
則
規
定
に
も
触
れ
て
い
る
。

栄
村
で
は
令
和
２
年
４
月
か
ら
希
少
動
植
物

の
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
い
つ
ま
で
も
人

と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
「
情
報

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」
と
い
う
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
２
つ
の
看
板
は
内
容

か
ら
見
て
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
。
希
少

動
植
物
の
保
護
・
保
全
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

教
育
長
希
少
動
植
物
保
護
の
た
め
に

は
、採
取
等
の
規
則
と
共
に
、

村
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
環
境
の
取
り
組
み

も
同
時
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
専
門

家
・
文
化
財
保
護
審
議
会
・
自
然
保
護
審
議

会
な
ど
の
議
論
等
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

間
伐
事
業
に
つ
い
て
は
、
１
，
９
０
０
万

円
の
予
算
で
林
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
補
償
な

し
で
進
め
て
い
る
。進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

月
岡
か
ら
野
田
沢
の
集
落
ま
で
の
立
ち
合
い

が
済
ん
で
お
り
、
予
算
を
見
な
が
ら
箕
作
か

ら
泉
平
へ
の
事
業
も
進
め
た
い
。

質
問
村
長
が
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
農
村

社
会
の
姿
と
は
ど
う
い
う
イ
メ
ー

ジ
か
。

　

各
集
落
で
取
り
組
ん
で
い
る
集
落
営
農
に

つ
い
て
、組
合
員
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保
や
資
金
面
に
お
い
て

も
課
題
が
多
い
が
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

村
長
過
密
で
な
い
穏
や
か
な
環
境
に
あ

っ
て
、
お
お
ら
か
な
生
活
が
営
ま

れ
る
栄
村
の
よ
う
な
農
村
社
会
、
過
密
で
な

い
我
々
の
今
の
生
活
、
こ
れ
を
こ
れ
か
ら
も

維
持
し
て
い
け
る
よ
う
な
村
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　

集
落
営
農
組
織
は
、
５
年
先
、
10
年
先
の

農
業
を
考
え
た
時
、集
落
を
こ
え
て
の
組
織
、

統
合
、
法
人
化
は
必
要
で
あ
る
。
集
落
戦
略

に
お
い
て
、
若
い
人
達
を
組
織
に
入
れ
て
一

緒
に
や
っ
て
い
け
る
か
、
農
業
だ
け
で
な
く

幅
広
く
暮
ら
し
の
中
に
お
い
て
も
何
が
必
要

で
、
何
を
す
べ
き
か
、
真
剣
に
考
え
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
地
方
税
法
で
は
、
村
内
に
お
い
て

家
屋
を
有
し
、
住
所
を
有
し
て
い

な
い
も
の
は
村
民
税
を
課
す
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
家
屋
を
有
し
て
い
れ
ば
村
か
ら
何
ら

か
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
。
空
き
家
が

少
な
く
、
税
収
を
見
込
ん
で
も
ほ
と
ん
ど
嵩

が
上
が
ら
な
い
。
こ
の
地
方
税
法
第
２
９
４

条
を
ど
う
考
え
る
か
。
空
き
家
対
策
で
は
今

何
が
課
題
か
。

村
長
栄
村
に
住
所
を
有
し
て
い
な
い
方

が
、
栄
村
の
家
屋
敷
等
を
有
し
て

い
る
場
合
は
地
方
税
法
で
課
税
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
村
外
者
に
対
し
て
、
こ
の
課

税
手
続
き
事
務
の
公
平
性
、
困
難
性
と
か
、

均
等
割
課
税
さ
れ
た
そ
の
金
額
を
徴
収
す
る

た
め
の
経
費
の
方
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
色
々
な
こ
と
か
ら
現
在
徴
収
さ
れ
て
い
な

い
。
小
枠
な
も
の
の
請
求
に
経
費
を
要
し
て

も
、
徴
収
す
べ
き
も
の
は
徴
収
す
る
の
が
原

則
な
の
で
今
後
は
徴
収
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質
問
昨
年
の
12
月
の
集
中
降
雪
に
よ
る

停
電
は
、
生
活
様
式
の
電
化
に
よ

り
、住
民
生
活
に
大
き
く
支
障
を
及
ぼ
し
た
。

電
線
周
辺
の
間
伐
事
業
を
計
画
し
て
い
る

が
、
樹
木
の
所
有
者
へ
の
対
応
と
事
業
の
進

捗
状
況
並
び
に
中
電
と
の
連
携
協
定
に
つ
い

て
伺
う
。

村
長
集
中
降
雪
に
よ
る
倒
木
に
よ
り
、

17
集
落
５
５
９
世
帯
と
、
か
つ
て

な
い
停
電
と
な
っ
た
。
電
線
付
近
の
伐
採
作

業
を
進
め
る
た
め
の
予
算
化
と
県
当
局
へ
の

支
援
を
要
請
し
た
。
本
事
業
は
、
地
権
者
協

力
の
下
で
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
権

者
の
こ
と
を
十
分
配
慮
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

建
設
課
長
中
電
と
の
協
定
に
つ
い
て

は
、
締
結
済
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
対
策
に

つ
い
て
費
用
負
担
面
に
つ
い
て
も
協
議
を
進

村　長

村　長

今
後
は
徴
収
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

県
単
事
業
に
よ
る
電
線
周

辺
の
間
伐
事
業
を
実
施
。

地
方
税
法
第
２
９
４
条

を
ど
う
考
え
る
か
。

停
電
ト
ラ
ブ
ル
の
解
消

策
は
。

相
澤
博
文
議
員

保
坂
眞
一
議
員

地
方
税
法
第
２
９
４
条
に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

希
少
動
植
物
の
保
護
・
保
全

に
つ
い
て

集
中
降
雪
に
お
け
る
停
電
ト

ラ
ブ
ル
の
対
応
に
つ
い
て

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
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の
皆
さ
ん
の
利
用
、
業
務
状
況
を
み
な
が
ら

地
元
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
協
議
し
良
い
方
向

に
持
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
令
和
２
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
で
は
、「
今
年
度
の
予
算

が
な
く
な
っ
た
の
で
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ

ん
。」
ま
た
新
規
雇
用
奨
励
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
支
給
額
が
途
中
で
減
額
さ
れ
た

事
例
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
支
給
予
定
額

が
大
幅
に
超
え
て
支
給
さ
れ
た
事
業
も
あ

る
。
申
請
数
が
予
算
を
超
え
た
場
合
、
予
算

の
増
額
や
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
等
の
考
え

は
な
い
か
。
更
に
、
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
内
容
も
あ
る
。
広

く
住
民
に
支
援
事
業
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、民
生
課
以
外
の
支
援
事
業
も
加
え
、

再
編
集
し
た「
く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」

を
発
行
で
き
な
い
か
。

村
長
通
常
の
事
業
は
、
決
議
を
い
た
だ

い
た
予
算
額
の
範
囲
内
で
行
い
、

場
合
に
よ
り
補
正
予
算
と
し
て
追
加
提
案
し

て
い
る
。

建
設
課
長
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
は
、
先
着
順
で
申
請
を

受
け
付
け
、
予
算
額
に
達
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
時
点
で
事
業
を
終
了
す
る
。

民
生
課
長
「
く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス
ガ

イ
ド
」
に
つ
い
て
は
、
住

民
の
み
な
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
再

編
集
し
て
配
布
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

５
０
０
円
、
出
動
１
回
７
，
０
０
０
円
は
出

し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
も
出
て
い
る
。
未

来
に
し
っ
か
り
と
繋
が
る
防
災
体
制
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
団
員
活
動
を
支
え
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

村
長
消
防
団
は
地
域
の
防
災
体
制
の
中

核
的
存
在
で
あ
り
、
村
で
は
、
装

備
の
充
実
、
活
動
の
体
制
改
善
に
努
め
て
き

た
が
、
団
員
数
の
減
少
や
高
齢
化
か
ら
地
域

ご
と
に
団
員
数
の
格
差
が
あ
り
、
ま
た
、
負

担
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
体
制
や
活

動
内
容
の
見
直
し
が
必
要
で
、
現
在
消
防
団

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
村
と
し
て
は
、
そ

の
内
容
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
消
防
活
動
の

負
担
軽
減
と
、
活
動
に
見
合
っ
た
報
酬
の
協

議
を
重
ね
、
処
遇
の
改
善
に
向
け
て
更
に
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

全
国
の
各
自
治
体
も
い
ろ
い
ろ
な
事
情
の

中
で
動
い
て
い
る
と
思
う
が
、
総
合
的
な
観

点
か
ら
改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
村
直
営
か
ら
民
間
へ
の
業
務
委
託

変
更
へ
の
目
的
、
ま
た
令
和
元
年

度
の
営
業
収
支
、
更
に
運
営
状
況
の
管
理
、

評
価
は
誰
が
行
う
の
か
。

村
長
当
初
の
直
営
方
式
か
ら
苗
場
観
光

㈱
に
お
願
い
し
た
方
が
合
理
的
と

判
断
し
た
。
秋
山
郷
の
拠
点
的
存
在
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
拠
り
所
的
存
在
、「
の
よ
さ
の

里
」
の
営
業
が
秋
山
郷
全
体
の
活
性
化
に
繋

が
る
と
信
じ
計
画
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
営
業
体
制
や
施
設
を

整
え
、
将
来
的
に
指
定
管
理
制
度
に
よ
っ
て

運
営
し
て
い
く
。
最
終
的
な
評
価
は
村
長
で

あ
り
、
議
会
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
評
価
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
。

商
工
観
光
課
長
令
和
元
年
度
「
の
よ

さ
の
里
」
は
４
月
か

ら
10
月
ま
で
、
入
浴
・
食
堂
・
キ
ャ
ン
プ
営

業
を
行
い
営
業
費
用
は
７
０
８
万
５
千
円
、

収
入
が
２
２
７
万
５
千
円
。
観
光
客
、
地
域

質
問
四
季
を
通
し
て
多
発
す
る
多
種
多

様
な
災
害
や
、
捜
索
活
動
等
、
栄

村
の
防
災
を
考
え
た
時
に
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
組
織
で
あ
り
、
団
員
は
日
夜
を
問
わ
ず

出
動
態
勢
を
取
っ
て
お
り
、
精
神
的
に
も
き

つ
い
状
態
で
長
年
に
わ
た
り
活
動
し
て
い

る
。
そ
の
年
俸
は
、
現
在
１
４
，
０
０
０
円

で
、
こ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
安
す
ぎ
る
と
思

う
。

　

令
和
２
年
12
月
に
総
務
大
臣
か
ら
全
国
の

市
町
村
長
に
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
特

化
し
た
書
簡
が
発
出
さ
れ
て
い
る
。「
報
酬

や
出
動
手
当
を
引
き
上
げ
、
団
員
一
人
ひ
と

り
の
処
遇
を
し
っ
か
り
と
改
善
す
る
こ
と
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
資
料
を
見
れ

ば
「
全
国
の
平
均
は
、
３
０
，
９
２
５
円
、

最
低
４
，
０
０
０
円
か
ら
最
大
２
０
７
，

０
０
０
円
」
と
あ
り
、
か
な
り
の
開
き
が
あ

る
。
消
防
庁
の
検
討
会
で
も
「
報
酬
３
６
，

村　長

村　長

最
終
的
な
評
価
は
村
長
で
あ

り
、議
会
、村
民
の
皆
さ
ん
の

評
価
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
合
的
な
観
点
か
ら
改
善
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
の
よ
さ
の
里
」の
運
営
状
況
の

管
理
、評
価
は
誰
が
行
う
の
か
。

消
防
団
の処

遇
改
善
を
。

魚
田
清
美
議
員

保
坂
良
徳
議
員

の
よ
さ
の
里
及
び
秋
山
観
光
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
及
び
新

規
雇
用
奨
励
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

消
防
団
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
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村
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

村
長
東
京
武
蔵
村
山
市
と
は
平
成
２

年
、
横
浜
栄
区
と
は
平
成
４
年
か

ら
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
。東
京
栄
村
会
、

関
西
栄
村
会
等
か
ら
も
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
収
束
後
に
お
い
て
交
流

活
動
を
進
め
る
。

農
政
課
長

農
業
体
験
交
流
に
つ
い

て
、
農
業
後
継
者
対
策
と

し
て
の
支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
農
業
委
員
会

と
検
討
し
た
い
。

質
問
出
会
い
交
流
に
つ
い
て
は
、
あ
ま

り
年
代
に
左
右
さ
れ
ず
し
っ
か
り

と
し
た
出
会
い
交
流
を
進
め
て
ほ
し
い
。
令

和
３
年
度
社
協
に
お
い
て
、
１
４
１
万
９
千

円
の
事
業
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
出
会
い
交
流
を
企
画
、
演
出
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
村
内
で
の
結
婚
が
ど
の
く
ら

い
あ
っ
た
の
か
。

村
長
行
政
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
予

算
化
す
る
中
で
応
援
す
る
が
、
も

う
少
し
力
を
注
が
な
け
れ
ば
と
思
う
。

民
生
課
長
平
成
25
年
か
ら
社
協
に
委

託
し
、
婚
活
相
談
支
援
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
出
会
い
の
機
会
を
創
出

す
る
長
野
県
の
婚
活
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
運
用
す
る
中
で
、
県
下
で
男
女
合
わ
せ
て

１
０
０
０
名
ほ
ど
の
登
録
が
あ
る
の
で
、
幅

広
く
出
会
い
の
機
会
を
提
供
し
た
い
。
婚
姻

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
は
１
組
、
平
成

30
年
度
６
組
、
平
成
29
年
度
７
組
と
い
う
状

況
だ
。

自
然
災
害
の
発
生
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
な
ど
、
過
疎
地
域
の
環
境
の
良
さ
が
見

直
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
二
地
域
居
住
は
、
新

た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
普
及
し
て
行

く
可
能
性
が
あ
る
。

　

村
と
し
て
は
、
栄
村
の
魅
力
を
如
何
に
発

信
す
る
か
を
強
化
す
る
と
共
に
、
空
き
家
バ

ン
ク
等
の
充
実
な
ど
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
駆
使
し
な
が
ら
体
制
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
行
く
こ
と
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
を
含
め
て
定
住
促
進
等
を
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
。
二
地
域
居
住
に
関
わ

る
新
た
な
良
い
方
向
が
あ
れ
ば
、
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
。

質
問
地
域
振
興
と
し
て
の
住
民
に
よ
る

獣
肉
加
工
施
設
設
置
の
動
き
が
あ

る
が
、
村
は
ど
う
考
え
る
か
。

村
長
マ
タ
ギ
の
里
と
し
て
の
知
名
度
も

あ
り
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
産
物

被
害
対
策
に
も
な
り
、
ま
た
脚
光
を
浴
び
る

ジ
ビ
エ
料
理
の
拡
大
、
獣
肉
を
加
工
し
た
特

産
品
開
発
等
々
か
ら
、
獣
肉
加
工
施
設
が
で

き
る
こ
と
の
効
果
は
、
観
光
振
興
、
農
業
振

興
に
も
広
く
地
域
の
活
力
に
繋
が
る
。
地
域

の
皆
さ
ん
で
大
い
に
議
論
さ
れ
て
、
地
域
振

興
へ
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

質
問
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ

る
産
業
経
済
の
停
滞
、
伝
統
文
化

の
衰
退
、
更
に
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
、
山
積
み

の
課
題
に
、村
は
「
待
っ
た
な
し
」
の
政
策
、

施
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
村
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
、
ど
う
す
る
の
か
を
伺
う
。

村
長
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
若
者

が
少
な
い
事
態
、
な
か
な
か
ブ
レ

ー
キ
が
か
か
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

出
現
で
、
社
会
も
経
済
も
人
間
の
生
き
方
ま

で
も
今
ま
で
と
は
違
う
変
化
の
兆
し
を
感
じ

る
状
況
だ
。

　

栄
村
は
、
都
心
に
は
な
い
価
値
を
磨
く
こ

と
や
、
過
密
で
は
な
い
環
境
を
大
事
に
し
、

人
間
が
本
来
求
め
る
穏
や
か
な
生
活
と
、
大

き
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
誇
り
と
し
て
、

一
人
一
人
が
自
由
に
希
望
を
持
っ
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
栄
村
を
目
指
す
。

質
問
人
的
交
流
活
動
を
推
進
し
、移
住
、

Ｕ
タ
ー
ン
等
に
暮
ら
し
て
い
け
る

質
問
村
の
人
口
減
少
は
重
要
か
つ
火
急

の
問
題
で
、
複
数
の
政
策
に
よ
り

同
時
並
行
で
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
一

つ
が
「
二
地
域
居
住
」
と
考
え
る
。

　

二
地
域
居
住
は
、「
地
域
の
人
手
が
増
え

る
」「
現
金
収
入
を
村
外
に
求
め
ら
れ
る
」「
移

住
よ
り
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
」
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

　

人
口
を
増
や
す
こ
と
は
地
域
間
の
競
争
で

あ
り
、
他
の
地
域
に
先
ん
じ
て
行
動
す
べ
き

だ
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
終
息
後
の
交
流
人
口
増

加
前
に
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
て
お
く
べ
き

と
考
え
る
が
、
村
長
の
お
考
え
は
。

村
長
昨
年
12
月
に
国
土
交
通
省
か
ら
全

国
二
地
域
居
住
等
促
進
協
議
会
へ

の
参
加
依
頼
が
あ
り
、
栄
村
は
正
会
員
と
し

て
参
加
し
て
い
る
。
近
年
に
お
い
て
大
規
模

村　長

村　長

コ
ロ
ナ
感
染
収
束
後
、交

流
活
動
を
進
め
て
い
く
。

総
合
的
な
定
住
移
住
策
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
。

交
流
活
動
の

取
り
組
み
は
。

二
地
域
居
住
等
促
進
協
議

会
発
足
に
つ
き
、
他
地
域

よ
り
先
に
行
動
す
べ
き
。

島
田
伯
昭
議
員

山
上
宏
晃
議
員

交
流
活
動
と
村
づ
く
り
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
と
し
て
の

「
二
地
域
居
住
」
に
つ
い
て

地
元
産
の
野
生
鳥
獣
肉
を
使

っ
た
地
域
振
興
策
に
つ
い
て


